
★　操　作　方　法　★
マンガのページの上でクリックすると次のペー
ジを表示します。右クリックすると前のページ
に戻ります。
※Macintosh で、マウスに右クリックの設定を
していない方は、キーボードの「control」キー
を押しながらマウスをクリックすると前のペー
ジに戻ります。
※ iPad では、上下スクロールでご覧いただけま
す。
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　今回から『資料協力 山梨賢一』のクレジットが追加されました。
　それは、ヒロインを敵役に、敵役をヒロインにと逆にして、当初の読み切り作品ではSF
ミステリーのつもりで描いた物を、サイコホラーへと変更しなければ連載を5回続けるこ
とが難しという判断からでした。準備期間もほとんど無く『出たとこ勝負』のようなスター
トでしたからやむを得ませんでした。
　そこで困ったのが資料集めで、今のようにネットから簡単に検索できる時代ではな
かったので、個人では限界を感じ編集担当のTさんに資料収集をお願いしたところ、詳
しい方がいるので依頼するとの事でした。
　その方が当時複数の出版社で何冊も著作がある山梨さんでした。Tさんが私の構想
した大まかなストーリー展開を山梨さんに伝え、それに見合った資料を探して頂きまし
た。山梨さんに探していただいた資料を編集部を通して送ってもらうという形で連載が
始まった訳です。山梨さんもお忙しいでいらっしゃったのに、いま思えばさぞご迷惑だっ
たのではと・・・（^_^;）。
　しかし、おかげでストーリ展開も途中で修正することが出来、自分ではある程度納得
いく作品になったと思っています。山梨さんには本当に感謝です・・・（^o^）!!
　ただ残念だったのは、最終回までご本人とお会いする機会が無かった事。私は、SF、
オカルトホラーが大好きで、もしお会い出来ていれば、自分の世界がもっと広がっていた
のかも・・・。という『もしも願望』が今でも私の中にあります。
　どんな分野の人も同じだと思いますが、色んな人との出会いが新たな自分を広げてい
くきっかけとなり、それが結果的にどんな形であっても貴重な宝になると信じているから
です・・・（^_^;）。

『光る眼の少女』始末記　かたおか徹治　
③


